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玆
數
苹
間
の
最
も
顯
I

世
坭
的
傾
向
は
、
列
强
ぽ
ょ
石
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
の
.形
成
で
.あ
：つ
：た
。
そ
れ
は
直
接
的
に
は
世
#
恐
慌
克
服 

の
手
.段
と
し
て
案
池
さ
れ
た
も
の
，に
外
な
ら
な
い
：0
#-
し
乍
；ら
斯
加
る
情
勢
を
}舉
く
に
至
:<
>
た
甚
本
的
要
因
は
.、
正
ヒ
前
世
紀
宋
葉
以
、
 

.

來
の
世
典
資
本
、囊
そ
の
か
の
、
高
度
.の
發
展
に
來
め
'ら
れ
：る
の
で
あ
：り
、
殊

に

第

:次世
，.

界
大
戰
中
及
び
敏
後
に
お
け
る
、
各
國
經 

濟
機
«
の
變
革
と
：そ
れ
を
蕋
礎
と
す
る
.世
界
經
濟
の
與
锬
の
發
展
，の
線
に
沿
つ
七
見
出
さ
れ
る
°:
..
.
'
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斯
ぅ
し
た
：

1

般
的
な
而
如
も
必
然
的
な
世
.界
經
濟
動
向
と
し
裂
ブ
ロ

 
：ッ
ク
經
濟
結
成
：に
先
鞭
を
つ
呔
た
の

_
は
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周
知
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の
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ぐ
英
國
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で
あ
つ
た
。

一
九
三
ニ
年
七
月
加
奈
陀
の
オ
タ
ワ
に
開
催
さ
れ
た
英
帝
國
經
濟
會
_
o
成
银
た
る
所
謂
オ
タ
ワ
協
定
を
极
幹
と
す
ろ
大 

英
ブ
'ロ
ッ
ク
の
形
成
が
そ
れ
で
あ
る
。
英
國
•自
綠
V
し
て
は
、
そ
れ
は
一
八
八
七
年
以
來
、
數
次
に
亙
つ
て
開
か
れ
た
桢
段
地
#
議
及 

び
典
後
の
带
國
命
議
の
、

ヨ
リ
以
上
の
發
肢
を
意
哝
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
即
ち
そ
れ
迄
は
，
此
の
，種
會
議
の
主
要
目
，的
は
'
常
に
.英 

，本
國
と
共
の
諸
屬
領(
_
治
領
を
も
含
め
て〕

問
の
政
治
的
結
合
0
維
持
に
蹬
か
れ
て
；ゐ
た
。
然
る
に
オ
タ
ワ
#
議
は
、
禅
ら
經
濟
的
關 

聯
の
强
化
を
第
一
目
標
と
し
，
世
界
恐
慌
の
深
刻
化
に
伴
つ
て
傅
播
し
つ
、
あ
つ
た
經
濟
的
國
家
主
義
の
波
の
中
に
花
つ
て
、
英
本
國 

の
經
濟
的
利
溢
の
擁
襲
を
福
樣
す
も
の
セ
あ
^
た
ャ
藉
し
世
界
全
植
民
潘
練
の
約
三
分
の
ー
ー
を
品
む
る
其
^
全
屬
領
に
對
し
、
經
濟 

へ
上
の
獨
占
的
&
カ
確
立
金
針
る
事
は
、
.實
に
規
段
階
に
お
对
る
：英
國
資
本
主
霧
の
基
本
的
要
求
で
あ
灸
註〕

。
-:
:
''

.

' 

註」

-:
'
故
於
國
と
屬
缻
调
が
配
謂
英
帝
國
徵
濟
會
翳
#
し
で
最
初
め
本
の
は
、
旣
に
一
九
二 

S年
に
通
常
の
帑
國
會
議
と
併
行
し
て
開
fi
l
lせ
ら
れ 

V.,

た
。
•そ
れ
以
前
の
摘
妈
地
會
議
乃
至
'は
帝
闕
會
議
の
.目
的

.が

主̂し
て
政
治
的
な
も
.の
で
，あ
り
、
•其
れ
以
後
に
於
て
經
濟
的
關
聯
の
强
化
か
中 

.
:心
目
標
と
す
る
に
至
.つ
：た
と
言
ふ
靡
は
?'
無
論
相
_
的
な
意
味
に
於
て
め
み
考
へ
搭
る
に
澉
ぎ
な
い
0
齋
し
初
期
の
植
民
地
會
_
に
於
て
も
.，

,
,英
本
周
と
關
顧
內
め
通
；|

願
が
;®
.々
諭
題
と
さ
れ
た
し
、
&

期
の
經
濟
的
關
聊
の
驚
密
化
.と
言
.ふ
目
標
の
裏
面
に
：は
、
當
然
そ
れ
を
通
じ 

.

て
の
政
治
的
茭
邴
の
强
化
と
い
ふ
赍
圖
が
阴
白
に
媿
収
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。一

八
八
七
年
の
第
ー
冏
植
民
地
氤
議
ょ
り
オ
^
ワ
畲
_
に
至 

，る
迄
の
.發
展
：の
經
過
、並
び
に
第
•-
-
-
•
,
次
世
界
大
戰
後
自
治
的
傾
向
を
滑
犬
し
つ
.
Vあ
つ
た
諸
自
治
領
の
.オ
.タ
ワ
協
定
參
加
の
經
緯
に
就
い
て
は
、
 

拙
箱「

大
英
ズ
ロ
ッ
ク
經
濟
に
於
け
るH

榮
原
科
の
自
給
#.
§
田f
會
雜
斷
第
三
十
一
i
s第
泗
號
：>七
九
！
.八
四
頁
を
參
照
さ
れ
度
い
。

_

に
ょ
る
期
か
る
方
策
の
遂
行
は 

>
:必
然
时
に
他
0
諸
列
强
を
驅
つ
：て
、
'同
樣
な
報
復
的
手
段
の
採
用
に
向
は
し
め
：た
。
現
在
見 

る
於
如
き
汎
米
ブ
ロ
ッ
ク
、
佻
蘭
西
ブ
ロ
ッ
ク
、
大
獨
逸
ブa

ッ
グ
、
苽
：他
ブ
ロ
ッ
ク
等
は
其
の
現
は
れ
で
あ
る
。
其
の
何
づ
れ
も
强 

大
な
本
國
を
中
心
に
、
典
の
樹
領
乃
至
は
勢
力
脆
阇
を
排
他
的
に
確
保
せ
ん
と
す
る
點
に
於
て
、
軌
を
一
に
す
る
。
即
ち
そ
れ
は
本
國

の
ヨ
リ
以
上
の
资
木
生
義
的
發
股
の
爲
、め
の
一
っ
の
運
動
で
あ
り
、
具
體
的
に
は
本
國
製
n
iの
販
路
、
1)
1
1料(

食
糧)

供
給
地
、
更
に
投 

资
領
域
の
確
保
を
通
じ
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
的
に
於
て
能
ふ
限
り
の
自
給
自
足
的
經
濟
を
實
現
-^
:
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
斯

く

の

如

く

ブ

• 

«
ッ
ク
經
濟
結
诚
CD
目
的
が
、
常
初
ょ
h
资
本
中
：義
的
性
質
の
も
の
た
る
限
り
、
此
の
揮
動
の
進
展
が
世
#
經
濟
の
间
滿
な
る
闾
復
に 

資
す
る
所
少
な
か
っ
た
の
は
寧
ろ
常
然
で
軚
る
。
ま
し
て
其
の
企
阖
す
る
自
給
自
足
經
濟
の
樹
立
と
言
ふ
事
は
、
益
々
國
家
主
義
的
に 

.,

な
b
.來
っ
た
世
界
經
濟
■
向
の
V
,业
れ
1
得
ざ
：石
結
果
で
ー
あ
办
、
斑
っ
，又
§
^
に
於
：て
.完
全
な」

る
_
給
率
を
達
成
し
得
る
ブ
ド
ッ
ク
の

.
.

 

苻
し
得
な
い
事
實
を
考
へ
る
な
ら
ば
、
北
ハ
處
に
招
來
さ
れ
る
の
は
ブa

ッ
クA

單
位
と
し
て
の
、
擴
大
さ
れ
た
跪
圍
に
於
て
の
列
强
の 

對
立
抗
郇
で
し
か
あ
り
得
な
い
。
斯
く
し
て
少
ぐ
と
も
夫
々
の
ブ
ロ
，
ッ
ク
內
部
に
於
て
は
、
五
旗
的
*
双
務
的
協
力
を
^
と
す
る
此
の 

.

|.
'
.組
織
も
、
.：»
外
妁
に
は
依
:^
:<
?
:し
て
巡
取
的
-'
:
>侵
略
的
セ
あ
る
。
換
言
オ
れ
ぼ
各
^
ロ
.
.ッ
ク
内
の
指
遵
的
國
家
た
る
諸
列
^:
!0
積
極
的 

.

對
外
活
動
は
、
世
#
の
未
領
荷
地
域
、
半
植
找
地
的
領
域
乃
豫
後
進
諸
國
を
舞
蕻
と
し
て
，
自
國
權
益
の
獲
得
、
搬
大
の
爲
め
に
激 

，し
く
衝
突
す
る
の
み
な
ら
ず
、
機
#
が
あ
れ
ぱ
旣
に
他
ブ
ロ
‘ッ
ク
の
範
圍
5
:に
愿
す
る
領
域
に
向
っ
て
も
、
M
食
の
手
を
弛
め
る
も
の 

で
は
な
い
。
今
次
の
歐
洲
動
亂
の
.如
き
、
興
の
根
本
原
因
は
、
歐
洲
に
お
け
る
後
進
的
農
業
領
域
バ
ル
カ
ン
諸
小
國
を
め
ぐ
る
欧
洲
諸 

列
强
め
利
赉
對
立
に
在
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。 

、

. 

' 

“

併
し
現
在
の
佌
界
政
治“經
濟
情
勢
ょ
り
見
れ
ば
，
兎
も
角
.：.一.ブ
ロ
ッ
..グ
內
部
に
於.て
成
る
可
く
充
分
な
自
給
自
足
經
濟
を
確
立
す

.

な
意
義
を
帶
び
る
に
茧
っ
た
。
，斯
る
が
故
に
原
唞
問
題
は
近
年
に
於
て
世
界
の
論
壇
を
賑
し
た
テ
ー
マ
の
一
っ

で

あ
る
。
原
料
資
源
に 

•

富
む
が
否
か
1
获
準
と
し
、
且
づ
又
こ
れ
と
の
關
聯
に
於
て
植
民
地
領
域
を
保
有
す
る
か
否
か
を
德
準
と
し
て
の
、
所
謂
.持
て
，る
國」

と
1持
た
ざ
る
國

」

の
對
立1

K

々
は
、
我
々
が
飽
き
る
程
坪
に
し
た
所
で
あ
る
。
斯
か
る
事
情
の
下
に
あ
っ
て
"
本
调
產
出
の
假
料
資
源 

, 

,大
英
帝1

の
食
糧
自
铪
性
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大
英
帝
國
の.食
糧
自
給.性
：
 

;

' 

七TI; 

3

1六)

.

.に
泛

-L
い

力

'^
は
そ
れ
自
身
の
植
拔
地
領
減
を
僅
か
^
か
有
し
^

>
か
、
.又
は
全
然
所
有
し
な
い「

狗
た
ざ
る
國j

側
の
經
濟
的
苦
況 

'が
、
：
ー.翁
甚
し
#'
つ
为
薅
は
溥
:*
で
あ
.る
。

，
從

：
：

0
て
此
.の
做
か
ら
翁
肷

'で
具
現
也
ら
れ
た
0ヾ

是
れ
に
對
し
.

「

持
.

)

て
る
國」

側
が
終
始
現
狀
維
持
の
立
場
を
腐
持
し
た
事
は
翁
論
で
あ
る
0''
從
つ
て
.最
ぢ
表
面
化
さ 

,

れ
た
原
料
間
題
.t捉
：へ
て
、
'
ー.方
か
ら
は
其
の
自
給
程
度
の
俾
い
事
を
棍
^:
^
し
て
、
#
分
配
0:
-
要
.求
を
提
出
す
る
に
對
し
、
他
方
か

ら
は
相
手
侧
ょ
り
攻_
ざ
れ
る
：程
、.：決
し
て«
ま
れ
た
狀
態£
は
存
わ
.な
い
事
：を
理
由
と
し
て
、
:.
4?
分
配
0
要
求
、に
反

」

駄
を
怕

. 

•
.
.
1
• 

• 

■ 

.

.

.

. 

.

.-

.
• 

• 

•• 

• 

• 

. 

- 

•
.

’激

し

興

の

、
壬

張

.の

-M
づ

れ

.
に

せ

ょ

-

.原
料
資
源
の
補
給
狀
態
に
良
惡
の
寒
異
の
あ
る
事
は
否
定
し
得
ざ
る
事
實P

あ
?>
;

0從
つ
て
.列
强 

の
其
の
.自
給
率
0
比
較
研
筑
も
と
.れ
ま

で

敗

.#
く
.發
表
せ
ら
れ
た
-0
,'
:

,

、

.

.
■
規
杻
の
此
の
國
歡
的
對
立
、の
間
顧
を
^
確
に
‘理
解
す
る
に
は
^
公
平
.な
立
場
か
.ら
夹
々
.の
ブ
'ロ
>

ク
內
の
自
給
性
を
檢
討
す
^

:は
^
い

-0
其
の
意
货
か
ち
言
つ
：て
海
察
の
第
1
階
程
と
.レ
.て
，
筆
者
は
先
づ
英
國
免
取
上
げ
.、
其
.の
龙
業 

て
大
英
ブ
，
ロ
'タ
ク
內
に
ぉ
• #
る
'架
®
分
布
疆
及
び
张
國
作
貿
易
關
.係
2

丟 

(

拙
稿
、
前
揭
論
文
參
照)

.

■:
而
か
も
--
般
に
原
料
資
源>
稱
す
る
場
合
、
：
廣
義
に
：於
て
は
食
肅
も
亦
當
然
包
含
せ
：ら
れ
る

0
,然
し
狹
_
に
於
セ
は>
そ
れ
は
.エ
業 

原
料
の
み
に
陂
定
せ.ら
れ
^

糙
と
崔
別
せ
ち
れ‘る
。
■者
察
の
便
宜
上
筆
者
は
後
者
に
.據
A
前
闾
拟H

業
原
料
に
關
す.る
硏
究
fo
の
み 

止
め
た
0此
ハ
事
は
決
し
て
食.1
|
補
給
0
奴
何
が
重.要
な
ら
ざ
を
事
を
，意
味
す
：る
：も
の
で
な
く
、
英
倒
の
如
き
高
®

の
エ
業
國
に
と
つ
て 

m
食
糧
の
獲
得
こ.そ
先
決
陬
題
士
見
て'.差
支
な
い
の
で.あ
る
o果
し
.て
丸
英
ブ
ロ
ッt
は
'如
何
な
る
程
度
の
食
糧
の
自
給
性
を
示
す

•か
、

:

声
サ
精
確
.に
.は
大
英
ブ
.ロ
ッ
，ク
內
.に
於
'て
英
本
國
が
如
何
な
る
程
度
に
食
料
袖
給
の
實
を
擧
げ
る
か
、
こ
れ
が
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上
の
ニ
®
を
根
摇
と
し
て
、
先
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ソ
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如
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な
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物
生
產
地
で
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る
か
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解
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ょ
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即
ち
米
以
外Q

各
種
穀
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に
於
て
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何
づ
れ
も
國
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以
忐
過
剩
を
產
出
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.
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中
軍
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食
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た
る
小
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額
は
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め
て
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で
あ
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は
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プ
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七
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丈
け
就
い
て
觅
れ
ば
，四
千
'四
百
一
ー
十
萬
興
に
達
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總
‘產
高
の
約
三
割
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占
め
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れ
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.
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に
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剩
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程
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で
は
な
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玉 

勒
翁
が
你
ほ
且
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M
を
示
す
の
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飼
料
と
し
て
の
需
要
の
激
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に
驻
く
も
の
で
あ
る
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"疋
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に
反
し
て
英
國
の
歪
狀
辕
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撃
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於
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誠
に
■

で
あ
る
。
兆Q

穀
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自
給
率
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に
於
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も
僅
々
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削
三
分
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過
ぎ
な
い
と
見
ら
れ
る
。
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饬
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近
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聯
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要
遽
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薯
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あ
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檄
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あ
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相
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で
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に
魚
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界
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目
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い
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も
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腮
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に
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英
國
に
關
し
、
今
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で
述
べ
て
來
た
所
は
主
と
し
て
本
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に
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情
で
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し
て
考
慮
す
る
な
ら
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。
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所
が
、

一
國
の
カ
ロ
リ
ー
總
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ど
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世
界
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濠
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れ
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較
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農
耕
地
の
性
質
及
が
氣
候
聲
の
自
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條

件

が

.異

.る
か
み
な
ら 
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社
會
的
に
見
て
：各
國
民
の
生
活
檩
準
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：或
は
技
術
的
に
«
業
經
營
0'
集
約
程
度
に
差
違
の
存
す
る
事
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な
い
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る
事
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の
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點
よ
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れ
た
資
料
の
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に
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っ
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、
概
括
的
な
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論
を
下
す
の
外
は
な
い
。
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狹
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他
方
、
羊
を
始
め
と
し
て
飼
養
家
畜
頭
數
は
大
で
あ
り
、
ぢ
の
線
果
と
：し
て
肉
_
亚
.び
^
へ
タ
^

チ
；-

ズ
、
ベ
ー
コ
ゾ
、

ハ

ム
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の
酪
農
品
沈
產
高
も
耐
成
り
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。
撕
へ
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一
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け
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萬
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何
よ
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最
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の
產
金
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潜
名
で
•あ
る
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^̂
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鑛

產

物

供

給

源

眾

と

し

て

童

要

な

地

位

を

占

め

る

：。
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典
の
反
面
に
於
て
、
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領
域
は
廣
大
な
る
に
も
拘
ら
ず
、
其
の
食
糧
品
產
出
高
は
左
程
多
額
で
な
く
、
小
麥
の
如
き
も
漸
く
自
給

の
程
度
を
示
す
に
止
る
。
從
つ
て
，大
英
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
の
食
糧
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見
地
よ
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六
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)
其
の
主
要
農
產
物
は
小
麥
と
玉
蜀
黍
で
あ
り
、

一
九
三
五
丨
三
六
年
に
於
て
、
夫
々
十
三
億
八
千
萬
封
度
、
二
十
七
億
五
千
萬
封
度
を 

擧
げ
た
。
典
他
馬
鈴
藉
，
大
麥
•
'燕
麥
、
甘
蔗
等
が
楚
れ
に
次
ぐ
。
唯
一
九
ニ
一
年
以
來
人
工
灌
漑
法
の
設
定
に
ょ
っ
て
、
政
府
が
銳
' 

.意
農
產
物
增
產
に
努
ヵ
し
.
0

〜

あ
る
事
：は
贺
意
に
偾
す
：.る
，
此
0
.目
的
0
爲
：め
に
1
九

^
^

の
支
出
が
行
は
れ
た
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畜
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。
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濠
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叙
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農
業
領
域
で
お
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o
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»
金
岡
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卿
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瓦
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萬
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植
で
あ
り
1
九
三
八
年)

に
典
て
夫
タ
0
栽
培
面
積
及
ガ
收
獲
量
は
次
表
.の
如
く
で
あ
る
.
0
.

(

^Y
，
B
.
1939. P. 

4
1
0

. 

.

. 

ソ
:

-

f,:
替

培

ー:-
,面 

'積
.
‘.■
'

.

收

一：

横
. 

'量
.
一. 

' へ
 

'一
 

^

J

f

f§

:-
.
、

；
■
'
 

.
'
ニ
':
/
:

(

エ
、1
カ
1
4'ン 

-

.

r
 

-

六
、〇
四
三
：

.

,

m

s〇
.

'

:
w

'/
;.
'
’ 
へ
.五
七
、九
二
.七
.：
/ 

:

へ

一
一
、
六
四

 i

-■
'
.
'
四

五

丄

ハ

〇.

.

-
 

 ̂

 ̂

.

:

;
.四 
二
•六
六
.：

_
;;'
:领

.1

.て
最
近
激
华
間
の
.傾
向
と
し
：て
小
麥
並
び
に
燕
贫
の
：收
璲
率
の
.停
.滞
狀
態
，&

レ
.て
，

^

1
.

新
西
蘭
に
於
て
：は
又
畜
遽
業
が
盛
ん
で
あ
る
,0
そ

れ

は

羊

毛

の

.源

采

た

る

牧

羊

業

を

中

心

^

乳
牛
養
®Q

數
も
相
當
に
H,
る
。

一
|
九
三
八
.年
に
お
比
る
家
畜
頭
數
は
次
の
如
く
.で
.あ
る
0:.多

.

.
'
'
羊

::
;'
.一
 

H

ns:
七

 ̂

V
,

牛

：ツ
.
.

：

し
.，
.：'■四
、
■

六
d
 

內
乳
牛

.'1
、

八
せ
ニ
、七
九
七)

'
.

豚，

、
七五六
、
四.
六
六
馬

 

二
七
八
、
一

六

七

鷄

丨

三

、九

ニ

、七

£

■ y 

.

し
'
:
'
:
：
;

.

,

::
::
.
:
, 

: 

2
.九
三
六
年)

.
：
.
.

.

-

.

.

~ V— r •し % .•*" H .— ™
ぐ-， 々ンベ： *•； V  ン : r'r-：へ" レ.-:.

'
從
つ
.，
て

羊

毛

、
：肉

類

と

共

匕

バ

タ

ー

、

.

.：チ
1
.ズ
：等
酷
農
品
办
製
造
高
も
大
戈
あ
--
»
)、
.就
中

バ

：
タ1
は
主
要
輸
3
2品
で
あ(

る
0
ノ
.

〔

愛
蘭
自
由
國
W

諸
自
治
領
中
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近
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あ
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乍
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愛
蘭
自
曲
國
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國
ど
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場
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.
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水
菝
業
も
或
程
度
行
は
れ
、
年
々
魚
貝
類
の
收
獲
を
舉
げ
‘て
ゐ
る
。 
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〔

印
度〕

印
度
が「

英
國
の
宵
庫」

た
る
所
以
は
、
そ
れ
が
主
要
な
る
工
業
原
料
、
棉
花
、
黄
麻
鑛
々
等
の
供
給
地
た
る
ど
共
に
、
豐 

當
な
る
食
糧
屯
產
地
た
る
事
に
あ
つ
た
。
即
ち
そ
の
農
業
坐
庵
高
に
於
て
來
が
支
那
に
次
い
で
世
界
第
ニ
位
で
あ
る
外
*
小
麥
は
世
界 

第
三
位
、
：史
に
背
蔗
、
紅
茶
は
首
位
を
占
め
る
の
實
狀
を
顧
み
る
な
ら
ば
-
印
度
が
極
め
て
患
ま
れ
た
農
業
國
た
る
，事
が
明
白
と
*:
.ら 

ぅ
。
然
し
近
苹
の
狀
努
ょ
り
す
れ
ば
、
食
糧
輸
出
額
は
左
程
大
で
な
い
。
こ
れ
は
旣
损
表
に
も
示
さ
れ
る
‘抓
く
*
人
口
密
度
が
極
め
て 

商
度
な
必
然
的
結
艰
で
あ
る
。
即
ち
主
要
輸
出
食
糧
、：：nn
は
紅
茶
及
び
來
の
ニ
秫
に
止
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迎
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。
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以
上
^
背
は
、
英
本
國
以
外
に
五
B
治
領
龅
び
に
印
度
を
取
上
げ
て
、
夫
々
に
就
い
て
の
考
察
を
終
つ
た
。
然
し
此
の
事
は
是
れ
等 

以
外
め
_

諸
屬
領
が
、
^
國
へ
0
食
糧
供
給
：土
.に
於
で
彳
^
然
寄
與』

ぬ
：い
：事
を
意
味
す
る
も
の
で
妒
な
：い
>
例 

食
糧=1

別
主
要
坐
產
國
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を
示
し
た
表
に
於
て
も
見
ら
れ
る
如
く
、(

八
三
页
參
照)

バ
ナ
ナ
に
就
い
て
の
ホ
ン
ヂ
ラ 

ス
、
ジ
ヤ
マ
イ
カ
•紅
茶
に
就
い
て
の
セ
イ
ロ
ン
、

コ
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ア
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就
い
て
の
ゴ
ー
ル
ド
•

コ
1

<ス
ト
及
び
ナ
イ
ゼ
リ
ア
或
は
柑
橘
類
に
就
い
て 

0
パ
レ
ス
タ
イ
ン
等
は
、
何
づ
れ
も
英
國
直
轄
の
風
領
か
委
任
統
，治
領
で
あ
る
。
そ
れ
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外
の
領
域
ょ
り
は
、
そ
れ
程
大
な
る
食
糧
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の
鹿
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。
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轄
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。
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'前
項
.に
お
け
る
主
耍
諸
自
治
領
及
び
印
度
に
於
け
.る
食
糧
生
產
狀
態
の
分
析
に
ょ
っ
て
、
是
れ
等
の
領
域
が
如
何
な
る
程
度
の
食
糧 

注
產
國
で
あ
る
か
ぐ
實
證
的
に
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
.0
,
其
の
寞
大
&
食
攆
坐
產
額
は
、
大
英
ブ
ロ
ッ
ク
內
の
メ.4

パ

ー
ゑ
し
て
の
是
れ 

等
諸
國
が
、
' 英
本
國
に
と
っ
て
食
糧
補
給
上
重
要
な
役
■
を
果
レ
猙
石
施
カ
も
、
如
實
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
然
.ら
ば
現
實
に
所
謂「

英 

.

.帝
國
內
貿
易」

'K
於
て
、
.此

の

關

聯

は

如

何

凇

具

現

せ

ら

れ

：て

ゐ

：
る

か

0
貿
易
關
係
.の
實
狀
分
析
を
俟
っ
て
Y
英
帝
國
の
食
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.工業
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料
に
就
如
て
：と
等
し
く
、
•食
糧
に
關
し
て
も
本
國
と
是
れ
等
屬
領
の
關
係
は
■、
輸
入
國
と
輸
出
®
の
そ
れ
で
あ
る
事
は
言
ふ 

•

迄
.も
'な
い
o
從
っ
て
先
づ
食
糧
輸
入
.狀
況
|

心
；に英
本
齓
：の山
般
貿

.易
狀
態
を
考
察
し
、
次
いで

..

屬
領
側
の
輸
出
部
面
の
分
析
を
通 

じ
て
、
英
木
阈
に
對
す
る
夫
ク
の
食
糧
補
給
の
現
狀
を
明
か
に
七
ょ
ぅ
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づ
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本
國
の
貿
易
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て
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の
如
き
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と
す
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。
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ば
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湖
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斯
く
し
セ
本
國
.の
.輸
入
額
中
、v

食
糧
品
か
占
め
る
割
合
の
腿
倒
的
に
大
で
あ
り
、
.其
.の
g
〇
ギ
以
i;
を
占
め
る
事
が
明
ら
か
と
な
つ 

た
。
薪
實
前
揭
の
表
を
詳
さ
に
，檢
討
す
る
な
ら
ば
、
英
木
國
の
贸
易
逆
調
の
生
0
が
此
.處
に
横
は
；
事
が
理
解
さ
れ
よ
ぅ
0
從
つ
て
斯 

く
多
額
に
上
る
食
糧
の
輸
人
に
關
し
て
は
、
封
鉞
的
な
世
採
經
濟
の
'現
狀
に
'鑑
み
て
、
齋
本
國
に
.と
0
て

は

其

，の

オ

ロ
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y
.ク
內

.の

諸

屬 

領
よ
り
供
給
を
受
け
る
事
が
、
當
然
贫
利
で
あ
る
。
例
へ
ば
一
九
三
八
年
に
*
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本
風
は
小
麥
の
■H
K
Sニ
十
'萬
.頓
を
其
.の
諸
鳳
領
よ
り
、 

百
'
十
七
萬
■
を
外
國
：よ
り
輸
人
し
：た
。
.
-®
爾

畎

加

奈

陀

は

百

四

十

四

萬

噸

、
，
豪

洲

は

百

.五
十
寓
觸
を
提
桃
し
光
9
’又
小
麥
粉
め 

量
は
三
十
八
萬
噸
•で
あ
.り
、
.そ
の
中
十
八
萬
，嘲
は
加
奈
陀
、
十
五
萬
噸
は
濠
洲
.よ
.り
：ニ
^

_
が
第
ー
匕
：_
ア
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ゼ
シ
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ン
よ
り
來
た
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本
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タ
ヮ
協
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.て
權
次
上
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懈
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又
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等
は
輸
入
市
場
と
し
で
も
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輸
出
市
場
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し
ゼ
も
大
な
る
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合
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め
る
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が
明
‘確
に
な
っ
た
で
あ
ら
ぅ
。
換
言
す
れ
ば
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是
れ
等
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諸
邦
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糧
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給
地
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し
て
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又
本
國
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品
の
販
路
と
し
て
重
要
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あ
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营
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範
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れ
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讓
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亍
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質
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總
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葸
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主
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の
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業
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麥
を
中
心
に
各
猶
殼
物
、肉
親
、酿
農
品
等
食
糧
が
重 

、

.要
部
分
を
形
作
气
是
れ
に
對
し
輸
人
品
は
石
油
、
石
炭
9
.外
.:'
«
種
の
機
械
製
品
、
織
物
類
等
，が
主
た
る
も
の
で
あ
る
。
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-
:斯
f
る
事
情
は
、
.英
本
國
と
の
關
係
に
於
て
も
.又
、
明
自
に
認
め
得
る
0
先
.づ
最
近
'四
箇
年
.に
お
げ
る
脅
英
賀
易
獮
の
推
移
を
示
せ 

ば

-'
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_
k
.
の
如
く
で
あ
々
、
年
々
相
當
の
mr
超
關
係
に
あ
る
.事
が
認
め
ら
れ
る
o
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而
し
て
^
本
國
に
封
す
る
主
要
輸
出
品
は
次
0
.如
く
で
>̂

り
、
、本
亂
に
.と
つ
て
重
要
な
原
料
食
歡
供
給
地
た
り
販
賣
市
場
た
る
事 

;

>「

''
を
■
辯
に
物
語
る
、
.
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：
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ソ
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輸
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小̂
麥
、
木
材
、
銅
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.̂:
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シ
V
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チ

ー
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鉛> 
皮
弟
、
S5
鉛
、
林
檎
、

ハ
ん
、
機
械
、
.大
麥
等 

: 

：

パ
輸
入
ロ 

鐵
：鋼
及
.饲
製
品
V
毛
絲
及
毛
霸
、
.綿

製

品

、
，
裏*:
W
械
、
.羊
毛
•
•磁
陶
器
、
«
物
油
、
.
'酒
精
馨
'

-.
<

'
輸

皆

0«
中
、
.小
麥
の
輸
出
額
ば
.約
-:
千
，萬镑
に
上
り
、
斷
然
他
を
引
離
し
て
第
£

^
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丸
一
一
一
セ
年
に
お
け
る
本
國
へ
.
の

輸 

.
出

食

糧

品

額

：は

次

の

.如
ぎ
肉
釋
を
示
し
>
對
英
總
輸
出
額
中
の
過
半
數
を
古
め
る
。
取
て
抓
何
に
豐
富
な
且
つ
種
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な
食
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を
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加
奈
陀
と
英
本
國
間
の
關
聯
を
努
察
す
る
に
際
し
て
は
、
旣
に
觸
れ
た
如
く
加
奈
陀
と
牝
泶
合
衆
國
の
關
係
が
常
に
問
題
と
せ
ら
れ 

る
。
地
理
的
の
み
な
ら
ず
欧
'#
的
經
濟
的
に
も
合
衆
國
に
近
い
加
奈
陀
が
、
動
も
す
れ
ば
英
本
國
以
上
に
、
合
衆
國
と
緊
密
な
聯
絡
を 

保
ち
勝
ち
な
の
は
*
顯
箸
な
_
實
で
あ
る
。
從
っ
て
英
本
國
と
し
て
は
、
政
治
的
に
も
經
濟
的
に
も
加
奈
陀
•を
自
己
の
勢
力
內
に
餾
保 

せ
ん
と
の
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
そ
れ
が
又
大
英
ブ.

a

ッ
ク
結
成
の
一
の
理
由
で
も
あ
つ
た
0
加
奈
陀
を
舞
臺
と
す
る
英
，
米
兩
國
間
の 

相
刺
關
係
は
、
加
奈
陀
の
質
易
狀
勢
の
推
移
の
屮
に
も
明
白
に
示
さ
れ
る
。、
蓋
し
世
界
大
韻
後
に
於
て
對
來
貿
涊
は
對
英
貿
易
を
凌
駕 

，し
て

:^
:
た
：が
、
.
.ォ
.タ
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7
協

淀

忆

ょ

る

；英

洳

婚

窟

亂

觀

制

«
の
：成

立

後

は
.>
,.荚
^

る
に
至
っ
た
。
即
ち
輸
出
部
面
に
於
け
る
來
•
英
の
比
率
は
逆
轉
し
、
對
英
が
對
來
を
抑
へ
る
，に
至
っ
た
が
、
輸
入
部
面
に
於
て
は
、

合
衆
國
の
勢
力
は
現
在
依
然
と
じ
て
腿
倒
的
に
優
勢
で
あ
る
。
國
際
聯
盟
の
調
森
に
ょ
れ
ば
-
次
の
如
き
比
•率
の
變
遷
が
示
さ
れ
る
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加
奈
陀
貿
易
に
お
け
る
英
•來
ニ
國
の
勢
力
が
.、
今
後
如
何
な
る
股
開
を
琢
す
か
。
そ
れ
は
一
昨
¥
末
成
立
し
た
英
籴
通
商
協
定
並

- ' 一 ;■ぃ ソ ，てヲ，一

び
に
米

]!
1
通

'商
協
觉

0 .
動
向
と
共
に
、
大
英
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟
の
運
命
に
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
ず
も
の
と
し
て
、
興
味
あ
る
辟
題
で
あ
る 

〔

淡
洲

〕

前
頌
に
於
て
指
摘
し
た
如
く
、
議

は

極

め

て

農

業

的

で

t

、
且
つ
人
口
密
度
の

®
い
事
に
ょ
つ
て
，其

§

農
産
物
輸
出

餘
カ
は
頗
る
大
で
あ
る
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六
丄
二
七
年
度
芸
け
る
總
輸
入
額
は
九
^

|宵
六
午
四
萬
礎
，
猶
麟
^

甚

营

出

超

歡

げ

、
最
近
で
ぃ
の
麗
錄
を
亦
し
た
が
、
翌
二
九
一
一
一
七

I
三
八
年
度
に
於
て
は
、
總
輸
入
額
、

一
億
一
千
三
百
九
十 

七
羝
诿
I
總
輸
出
額一

億
一
一
千
五
百
八
十
三
萬
磅と
、
、
輸
入
の
激
增
V
輸
出
の
減
退
に
«3
:
'め
捣
超
額
は
、
約
一
千
一
一
百
萬
礤
に
激
減
し 

た
？
最
近
數
带
間
常^:
'4

午
寓
乃
承
©
本

氣

磅
-0
邮
|
を
雄
持
^
:て
淹
免
ぬ
け
に
0
今
後
の
動
向
は
法
目
を
要̂

'

.
其
の
主
鬆
出
品
は

*
言
ふ
迄
も
な
く
羊
毛
が
斷
然
首
位
を
.讲
め
、
.小
麥
ノ
肉
類
、
バ
ク
丨
等
の
食
糧
が
金
と
並
ん
で
是
れ
に
續*

く

輸
入n

i
Q

ホ
要
な
る
も
の
は
自
動
琪
及
部
分
品
*
鋼
村
、
機
械
、
織
物
類
で
あ
る
。

. 

，
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英
本
國
と
の
關
係
に
就
い
て
は
、
加
奈
陀
以
上
に
木
國
へ
の
依
存
性
は
高
度
で
あ
り
、

一
九
三
ニ
年
以
降
雷
入
典
に
本
國
の
參
如 

率
は
增
大
し
--
-
•九
三
六
丨
七
年
.に
於
て
、輸
人
額
の
_
ニ
*(
六
气
輸
出
額
の
四
.か
八

％
は
英
本
國
.に
歸
し
た
.
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濠
洲
め
對
外
貿
易
に
就
.ヤ
て
掛
意
.す
べ
身
は
>
:上
述
0
如
き
英
本
國 

密
扠
關
係
で
あ
る
。
無
豐
か
る
關
聯
は
濠
洲
に
皞
ら
ず
英
帝
國
諸
屬
贤
相
5:
間

に

、
：
夫

：
タ

相

^ ,
程
度
認
め
ら
ル
る
所
で
あ
る
0
然

し

. 

.て
ぶ
洲
を
.、
ー

例

に̂
れ
ば
其
の
主
莽
る
相
手
は
加
奈
陀
.
新
西
蘭
，
印
度
、
馬
來
等
.で

あ

り

、

：就

中

輸

人

先

と

し

て

は

^
 ̂

: 

度

'
輸

出

先.と
レ
て
は
新
西
蘭
、
馬
'來
等
が
特
に
重
耍
で
あ
る
。•何
^

大
英
ブ
口
'ッ
ク
的
0'
高
度
の
經
濟
的
關
聯
性
を
證
明
す
：る
有
カ
な
根
據
を
興
べ
る

o 
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藥
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絹
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製
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絲
及
毛
織
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等
。
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三
七
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け
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‘對
英
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出
食
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計
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五
首
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近
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總
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斯
く
し
て
滚
洲
は
加
奈
陀
に
伍
し
て
：、英
本
國
に
‘ど
つ
て
重
.要
な
食
糧
源
泉
た
る
事
は
明
0
で
あ
ら
ぅ
0殊
：：に
滚
洲
の
場
合
に
前
記
の 

食
糧
品
以
外
に
、
本
國
へ
.送
ら
れ
る
主
要
輸
出
品
ば
羊
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一
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鑛
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1
V
0
4
W
5
7

 

1,627,107 

1
,
7
8
4
,
2
0

.°°
'

l
,
i
o
0
6 

1

0082,544

〔

新
西
蘭〕

' 
加
.奈
陀
、
濠
洲
と
共
に
新
西
蘭
が
，
大
英
ブ
，ロ
.
>ク
內
に
お
け
る
有
數
の
農
業
領
域
で
あ
る
事
は
、
旣
述
の
如
く
で
あ 

る
？
然
し
.て
又
：ー
-般
貿
易
狀
態
に
於
て(

の
.み
ぬ
ら
ず
”
對
英
本
國
貿
易
.に
於
て
-;
>
近
牢
引
續
き
相
當
額
.の
出
超
を
示
す
點
に
於
て
も
• 

前
記
ニ
國
と
軌
を
一
に
す
る
。
即
ち
對
英
.
出
額
は
一
九
；三
.七
年
に
四
千
‘九
苗
八
十
八
；萬
五
千
镑
一
九
三
八
年
に
は
四
千
六
百
八
十 

萬

四

千

跨

で

：
炎
^

>盔
れ
に
對
し
輸
入
額
は
，一.

九
三
七
年1

一
千
五
，十
‘五
萬
三
千
膝
，：

一
九
三
八
年
一
千
九
、百
五
十
三
萬一

千
磅
で
' 

■•
夫
々
：ニ
千
九
百
萬
磅
及
び
ニ
千
五
百
萬
#
程
度
0
出
超
差
益
を
擧
げ
た
タ
：
-.
.

:
-■
.

.

,
.

.

.

.新
^
蘭
.の
.主
要
縣
出
品
は
、
羊
毛
5:
^
第

1
位
に
、'

ハ
、

タ

ー

、

冷

凍

肉

、

チ

ー

、ス

 

'皮
革
類
，
農
產
物
等
で
あ
り：

そ
の
.主
要
輸
入
n7
は 

大
英
帝
國
の
食
糧
.自

給

性

.

.

.

.

 

V:,
.、'

1

I
k
: 

(
U

五
七〕



.大
英
rr
-國
の
免
糧
自
給
性
'
-
:
: 

.

.
ノ
 

- 

ニ

四

• 

C
1

五
八)

.自
it
)
取

及

象

#

ヴ
其
他
機
歡
、〔

金

上
欠
も
反
映
す
る
。
即
-t
>
輸

出

入

額

順
-^
:
配
列
す
れ
ば
1 

i
. 

'

.
'
、

輸
出
品—

X
:

タ
1
,ノ
羊
毛
;.
*
.
'
冷
凍
举
肉
:v
^
 

-
 

V
:
.
■

'.
-
'
•:輸
ス
品
|

©

_
窜

、
：

：

■鐵

鋼

製

ロ

 I
、
：. ；

機
_
及

瓿

免

品'

*製
品
、'媢
具
類
、
.■毛

織

物

等

パ

.
；

，: '
.;

;
;

, '; 

'
V
:
 

” .
.

'

而
し
て
一
九
三
七
年
の
對
+
§
出
食
糧
品
齡
は
次
、の
如
く
で
あ
り
-
前
述
の
加
奈
陀
及
び
濠
洲
と
•稍
趣
を
異
に
し
て
、
新
西
蘭
は
英 

木
國
に
釾
し
、
>穀
類
ょ
*)
も
禅
ら
胳
農
品
及
び
肉
類
の
提
供
苕
た
る
事
が
明
ら
か
と
な
る
。(

S
.

ド

.1939. P. 

4
100)

;

T*
蹄

■ 

■ 

千
磅 

「 

千
磅

.
 

.
 

 ̂

一
、四
〇
五
-
,

■

/ 

'
:
:■
:. 
ニ
：
-1

1六' .

.
:
1
:

:
'.

.
.̂
 

;

擒
.
ぐ
.
'三
1
3£

此
の
對
英
輸
出
食
糫
品
額
の
合針
は
、
三
千
三
百
萬
磅
以
上
に
键
し
、
對
英
輸
出
總
額
の
六
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
及
ぶ
。

且
つ
又
新
西
蘭
の
ー
般
»
易
總
額
屮
に
占
め
る
、
英
本
國
の
割
合
は
、
輸
出
入
共
に
極
め
て
.商
率
で
あ
る
。
例
へ
ば
一
九
三
七
^
-
に 

於
て
輸
出
の
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
、輸
入
の
五
〇
バ
ー
セ
ン
ト
を
獨
占
し
た
。
共
の
推
移
の
概
況
は
次
の
如
く
で
あ
る
。(

L

 0fN,ibid.,

p

:

3 

' 

: 

' 

- 

‘
/
 

ニ 929 

.

1932 

i 

1
§ 

,1937

、

i

i

i

 
A

 

p
 

^
 

^

.

1 1,

|'
§

*

•

-

 

,, 

,

.

/

#

•

•

-

 

。

#

し

齡

西

蘭

或

ひ

は

薇

.洲

ぬ

如

べ

、

，僂

か

麗

办

農

畜

產

物

の

'街
塵

の

：
上

に

 

>
:ナ
國
鹩
濟
&
装
漉
克
置
く
議
國
に
と
つ
て

は

、

世 

#
恐
慌
0
打
_
は
甚
大
で
ぁ
0
た
し
、
又
そ
れ
丈
け
に
大
英
■ブ
口
'ソ
ク
の
給
成
と
共
に
<>
農
業
恐
慌
克
服
の
，爲
め
に
も
、
英
本
國
へ
依

存
せ
ざ
る
を
得
ず
、
斯
か
る
關
係
の
强
化
を
狙
っ
た
英
本
國
の
意
圖
は
、
是
れ
等
の
領
域
に
於
て
は
巧
み
に
効
见
を
擧
げ
得
た
と
見
ら

れ
.
.る
0
.
. 

-

.

.

.

.

.

:

.

,.

-.

ぐ
- 

,
〔

印
度〕

印
度
に
對
し
て
も
1»
:
界
恐
慌
の
双
罾
は
遊
大
で
あ
り
、
恐
慌
前
五
十
億
留
比
乃
至
六
十
億
留
比
Iの
巨
^
を
示
し
て
ゐ
た
對 

外
商
品
質
易
额
は
、
不
況
期
に
入
っ
て
か
ら
は
其
の
約
平
分
程
度
に
ま
で
激
減
し
た
。
然
し
一
九
三
四
丨
三
五
年
顷
ょ
ヶ
搏
び
囘
復
の 

兆
を
現
は
し
一
，
九
三
七
丨
三
八
年
に
は
、
輸
入
额
十
七
億
七
千
簕
留
比
、
輸
出
額
，十
八
億
九
千
^
留
比
、

促
っ
て
商
品
貿
易
總
額
は
三 

•十
六
意
六
千
鸹
留
比
に
達
し
た
。
而
し
て
年
々
數
億
の
出
超
顧
を
示
す
の
が
常
で
あ
.る
。
M
に
印
度
は
又
年
々
數
億
留
比
の
，額
に
上
る 

金
銀
を
輸
出
入
す
る
の
で
、
楚
れ
等
を
协
算
す
れ
ば
質
為
總
計
は
一
層
大
と
な
る
譯
で
あ
る
。 

、

印
度
の
主
■

姑
部
手
國
は
、
齋
出
人
共
一
位
は
英
本
國
で
あ
る
が
、
唯
そ
の
比
率
の
謹
の
上
に
於
て
輸
入
部
而
に
減
退
傾
肉
が 

着
取
さ
れ
る
.
oご
れ
は
印
度
自
身
の
エ
業
化
進
展
に
ょ
る
需
弯
の
低
落
以
ル
气
第
三
1
1
0進
出
に
恶
く
も
の
と
解
さ
れ
る
*
"
例
へ
ば 

R
木
は
一
九
ニ
九
年
の
九•
二
^
ょ
り
一
九
三
七
苹
の1
七
丄
5

へ
と
增
大
を
示
.|
た
。
然
し
輸
出
部
面
に
就
い
て
は
、
英
本
國
の
勢 

力
は
®

な
巡
展
を
續
け
、
资
源
供
給
地
と
レ
て
の
印
度
を
確
保
し
て
ゐ
る
。

(
L

も

^
 

GP:
, 
V 

2)

.-
f

1

9

2

<o
U
.
1 

1936 

1937

.
、

I

i

 

A

 

p 

. 

：”
： 

：
”
•：
 

：：•： 

•

：

，

1
印
度
の
主
要
輸
出
品
は
其
•の
特
産
物
黄
篇
及
同
製
品
、
棉
花
及
紅
蒗
を
一】

：

L

大
項
吕
と
し
、
楚
れ
に
次
い
で
種
子
類
、
綿
絲
、
小
麥
及 

小
麥
粉
'
泶
等
が
擧
げ
ら
れ
る
。
又
そ
办
輸
入
品
は
石
油
、
機
械
、
綿
製
品
、
金

®
類
が
主
た
る
も
§
で
あ
る
。
而
し
て
共
の
莫
大
な 

へ
齋
業
^

^
に
も
财
^

^
^:
茶
以
外
に
左
^
!
<な
る
#-
糧
品
€>
'
-薇
^

染̂
^'
し
#
な
.ぃ
$
あ
れ
ば
印
度
自
身
1 6

に

'

^

自

足

诃

能

な

程

度

大
英
帝
國
の
食
糧
自
給
性 

一
|

瓦

(
I
I

五
*
S

V



,

大

英

帝

阈

の

食

糧

，
自

給

性

 

‘
，

\ 

一

一

六(

ニ

六o)
で
あ
る
當
然
，の
結
果
で
あ
ダ
、
從
つ
て
食
糧
補
給
上
、
英
本
國
に
對
し
て
寄
與
す
る
所
^,
意
想
外
に
少
い
,°
但
し
世
坭
坐
產
髙
中
第
一 

•
'.
'
•似
を
■占

ぬ

：る

紅

茶

は

：

‘：本
國
の：

需
要
.わ
充
た
す
事
_
霧

；
る

？

調̂ 

ベ 

そ
の
對
英
主
*
輸
此
入
品
が
次
.の
■.文

で

：あ
る
o

c
cn
し
”

零
 

'
.
:
_
®
出
品
一
-

茶̂

、
：
鞣

皮

，

撒

花

，
僉

麻

、

：

黄

騷

，子

、
.黄
麻
製
品
、
油
槽
、
牵
毛
、

»
、
•チ
ー
ク
材
:.
'
.マ
.ン
ガ
：'ン
鑛
等
，

' .

■■
.
"
輸
入
品
^

-機
械
'
綿
製
雜
貨
品
、
鐵
*鋼
及
同
製
品
、
：.
.篇
取
及
都
分
品
、
.化
學
製
品
等
：-.
/

-

V

:
:

而
し
て
一
九
三
'七
年
に
お
け
る
紅
茶
の
；對
英
輸
出
額
は
|
;千
六
'百
九
十
萬
礤
で
：あ
り
、
そ
れ
以
外
の
食
糧
品
と
し
て
は
米
の
六
十
三 

萬
磅
が
舉
げ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
.;°從
ク
て
.オ
タ >(

傲
定
に
よ

,»
)
:て
印
康
產
小
麥
に
對
し
て
與
へ
&
れ
た
犄
惠
は
、
殆
ん
ど
意
味
を
爲 

さ
な
い
次
第
で
あ
る
。

し
.
I

K輸
出
ロ
R.
n中
に
於
て
ば
，

一，九
三
七
年
小
麥
及
小
麥：

粉
ば
五
千
五
百
萬
留
比
、
其
他
穀
額
社
一
千
.

UI .

百 

,■
.
'萬
留
比
、
^
糖(

含
粗
糖)

も
亦
約
四
百
萬
留
比
0
輸
出
額
％
示
し
て
ゐ
る
00
で
あ
る
か
ら
、
：.事
情
に
よ
つ
て
.
.は
、

其«>
供

給

を

湖

待

し
 

得
る
の
で
あ
る
。
.：
何

づ

れ

に.し
て

も'現
狀
に
於
て
は
、
印
度
ぬ
本
國
に
對
し
、

一
.

般
食
糧
よ
り
も
：紅
茶
、
棉
花
、：

黄
麻
等
の
特
産
物
提 

:

供
者
と
し
.て
意
籤
を
有
す
る
o'
;
ン
 

,

一

他

.の
ー
：.自
治
領
南
阿
聯
邦
及
、び
愛
蘭
自
由
國
に
就
い
て
_は
、
英
本
國
に
'對
す
る
食
糧
供
給
の
見
地
か
ら
は
'
左
程
重
要
性
を
持
た
な 

■'
い
事
を
.一
：
言

し

：
た

。

果

し

.て
そ
の
實
狀
は
，如
何
で
あ
ら
ぅ
か
、
貿
易
袱
態
.を
逋
じ
亡
夫
々
の
事
情
を
簡
單
に
觀
察
し
よ
.ぅ
。
.

•

〔

洧
阿
聯
邦〕

一
'九
三
三
年
以
降
南i

:

聯
邦
‘の
貿

易

狀

，
態

の

囘

復

は

貝

覺

し

く

，

.一

 

九
三
七
年
に
は
輸
入
額i

億
三
百
萬
磅
、
輸
出 

額
一
億
一
芊
五
百
寓
礤
皂
不
し
、
_
ニ

-£
ー
百
萬
德
の
出
超
瀕
を
贽
上
し
だ
、.然
る
に

--
*
九

三

八

年

は

輸

入

顧

は

九

千

.
五

 

輸 

出
額
は
八
千
三
百
萬
®

へ
と
減
退
し
、
：
且
つ
二
チ
ー
音
寓
磅
以
上
の
入
砠
㈱
さ
べ
出
し
た
。
南
阿
聯
邦
は
數
年
來
殆
ん
ど
常
杧(

一
九 

三
四
年
を
除
く〕

ニ
*
幸

寓

磅

.の
出
超
國
.で
あ
.つ
た

ぐ

け

：に

、

.此

：の

成

鏡

は

特

に

注

目

：せ

ら

れ

る

。

ゝ

/

其
の
主
要
輸
出
品
は
言
ふ
迄
も
な
-ぐ
金
で
.あ

り

、

.一

 
九

三

八

年

其

の

輸

出

額

ば

約

四

千

八

苜

萬

谤

に

達

し

、
，
..輸

出

總

額

の

約

六

割

を
 

占
め
た
。
次
位
は
羊
毛
の
九
百
萬
磅
で
あ
り
、
そ
れ
以
下
^
何
づ
れ
>̂
.百
萬
.镑
代
で
あ
る
，。'-
即
ち
輸
»
額
順
に
記
せ
ぱ
、

'#
餹
、
未
截

. 

ダ
ィ
ア
，モ
ン
ド
、
皮
.革
v
.tl
t
橋
^

V
ハ

之

力

ー

炭
等
が
.擧
げ
ら
れ
.、
.特
に
食
糧
.と
し
て
は
六
十
五
萬
磅
の
葡
部
の
外
、
激
類
、
肉
類
及 

び
べ
タ
ー
等
何
づ
れ
も
ーマ
三
十
齡
勝
に
饊
ぎ
な
い
。：

他
方
.古
要
轍
.入
品

：は

機

械
.を
第1:

位
に
、
第
ニ
位
は
四
百
九
十
萬
磅
の
食
糧
で
あ
, 

り
、
比
の
點
よ
り
見
て
も
、
南
1
1
:
聯
萍
が
英
本
國
に
と
つ
て
食
糧
供
給
上
殆
ん
ど
寄
與
し
な
い
事
は
明
白
ど
な
る
。
但
し
輸
出
入
額
中 

に
占
め
各
英
本
國
の
池
依
は
矢
張
り
極
め
て
優
勢
で
あ
认
、
.一
九一

一

I

八
年
に
於
て
輸
入
の
約
四
割
、
：輸
出
の
約
七
割
を
占
め
た
。
且
つ
. 

又
旣
揭
の
如
き
#
種
の
食
糧
乱
に
»
す
.'̂
ォ
タ
ワ
協
定
に
よ
：̂
特
車
0
賦
興
は
、
假
令
坐
產
額
は
僅
.少
で
も
看
過
し
な
い
英
本
國
の
食 

糧
に
對
す
る
.隊
心
の
深
さ
を
如
る
林
料
と
な
ら
ぅ
::
°
>
:
 

,

:

ベ
愛
蘭
自
E1
3
國〕

.

贽
蘭
ば
前
.述
.
の

儲

國

と

興

ル

：：

貿
I
塵

は

常

.に
1

.?
萬
磅
程
览
0-
入
起
を
示
す
。
-例
へX

一
九
一
二七
年9

輸
入 

額
は
四
千
四
亩
萬
德
：
輸
出
額
1
ー

千

三

百

寓

磅

で

冰

り

、

1
1九
1
1.ー
八
年
 

. 

破
で
あ
つ
た
。
然
し
そ
の
貿
易
額
中
に
占
め
，る
英
本
阈
の
比
.率

は

、
..此

 

； 

#
出
0
八
割
近
ぐ
^
收
め
た
尺

'-
' 

、

:
.
'
'
:
:
'
'

.'
'
: ノ 

ぐ
.
■,
:,

.

. 

愛
_
は
英
木
國
と
同
.^
く
エ
業
製
品
及
原
料
と
共
に
大
な
る
穀
物
0
輸

入

國

で

あ

る

が

、
：
そ

.の
反
面
に
於
5

忆

バ

タ

ー

、

ベ

ー

コ

ン

：
、
：
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蜀
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す
る
食
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印
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贺
易
|
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英
ブ
ロ
ッ
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內
に
鉍
け
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瀉
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終
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塞
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本
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對
す
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，
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印
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特
產
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提
供
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し
.て
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夫
々
本
國
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食

糨

窗
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に
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霞
き
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國
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に
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^
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荚
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參
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示
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友
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叫
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；
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|
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概
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叉
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潜
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イ
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寫
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於
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諸
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か
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遙
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は
れ
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滯
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蒸
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芴
中
に
占
め
る
带
國
內
贸
易
と
帝
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外
質
晶
の
比
率
表
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ょ
0.
’て
も
或
程
度
推
知
し
得
る
0 (

本

稿
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〇

五

！

ー

 

0
六
頁
參
照)

袭
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一
九
三
七
*八
^
に
於
て
輸
入
の
六
〇
バ
ー
セ
ン
ト
內
外
は
、
^
第
三
國
に
'依
#
す
る
の
，で
あ
り
、
此
の
中
に
第
三
國
か
ら
の
食
糧
輸
入 

.が
可
成
り
の
程
度
に
含
ま
れ
，て
ゐ
る
事
は
*
容
易
に
顧
定
さ
れ
得
る
が
ら
で
あ
る
.0
V 

..ご

.

.例
へ

ば
.第

三

國

中

、
，
英

本

國

へ

.多
柳
の
.食
糧
^
供
給
す
.る
も
の
と
し
で
は
、(

北
米
合
衆
國
と
^
ル
ゼ
ン
チ
：

有
名
で
あ
る
。
殊
に

合
衆
國
は
.十
九
世
紀
末
葉
ょ
り一,1

十
世
紀
初
頭
に
加
け
て
、
英
本
國
に
對
す
る
最
も
重
要
な
食
&
供
給
源
泉
地
で
.あ
つ
た
P
.然
し
其
後

.合
衆
國
自
身
の
急
速
な
工
業
.化
の
進
展
に
倦
ひ
、
英
本
國
向
穀
類
の
輸
出
は
減
退
し
た
が
、
‘I

九
三
七
年
に
'於
て
も
尙
其
の
對
英
穀
物

,輸
出
_
は
1ー
一
百
萬
磅
以
上
を

.示

し

、

其

他

四

有

萬

镑

の

酪

農

品

、

三

首

萬

磅
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.鐵

詰

果

實

等

を

供

給

し

..て

ゐ
る
o 

,
,
.

.

又
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1
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:
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國
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あ
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國
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.多^ '
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蜀
黍
、

燕
麥
、
.跑
麻
仁
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し
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輸
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す
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'
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泛
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洲
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册
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書
き
す
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蜀
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斯
く
し
て
英
本
國
は
、
そ
の
食
糧
補
給
の
爲
め
に
、
依
然
と
し
て
或
程
度
は
第
三
國
ょ
，り
の
輸
入
を
免
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
然
か 

:

も
旣
述
o
汾
析S

基
い
：：

P
、

.大
部
分
は
逄
れ
免
諸{

^
靈

被

：に

他

舊

ょ

炊

供

輪

を

受

け

る

；
と

推

論

 ̂

尤
も
現
狀 

\

忆
於
て
は
^

®
領
產
の
食
糧
全
^

^
、
秦
げ
ズ
务
本
國
忙
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ゐ
が
の
ガ
は
な
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0
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5
分
は
英
帝
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a
領
相
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間
に
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;
せ
ら
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佌
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;
部
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第
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け
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れ

る
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然
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內
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領
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當
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犧
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に

し

て
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^
先
づ
英
本
國
办
誉
疆
呤
確
衡
奋
る
事
も
可
能
で
あ
る
。
#
つ
で
斯 

1か
る
非
常
0
際

に

は

、
：
英

本

國

自

給

率

は

乎

時

ょ

り

本

1
»高
度
0;
も
0
と
な

愦
勢
の
變
舰
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に
ぁ
づ
本
、
：
是
れ
等
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屬
領
と
6
撕
か
各
關
»
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持
.
赕
大
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實
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.英
本
國
に
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：て
は
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の
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を
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